
《 城北地区民生児童委員名簿 》

　

南
北
に
細
長
い
蟻
ヶ
崎
東
町
会

の
中
ほ
ど
に
あ
る
町
会
公
民
館
の

南
側
に
沿
っ
た
狭
い
道
路
を
塩
釜

神
社
に
向
かって
進
む
と
、
す
ぐ
西

隣
り
に
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
姫
宮
神

社
の
社
屋
が
欅
の
巨
木
に
囲
ま
れ

た
境
内
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
に
面
し
た
小
ぶ
り
な
石
の

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
右
側
の
御
手

洗
に
続
く
両
脇
に一
対
の
大
型
常

夜
灯
と
二
対
の
小
灯
籠
そ
し
て
社

前
の
燭
台
が
、
い
ず
れ
も
石
造
り

で
所
狭
し
と
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
社
前
の
枯
れ
た
大
木
の
根
の

中
に
は
幾
つ
か
の
珍
奇
な
形
の
石
が

供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

神
は
木
花
咲
耶
姫
命
（
コ
ノハ
ナ

サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
ミ
コ
ト
）
で
女
性
の

健
全
な
成
長
や
安
産
を
祈
願
す
る

神
社
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
の
厚
い

信
仰
を
集
め
て
き
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
中

頃
の
松
本
城
主

だ
っ
た
水
野
家
六

代
忠
恒
の
享
保
９

（
１
７
２
４
）年
に
編

纂
さ
れ
た
『
信
府

統
記
』
に
蟻
ヶ
崎
の

神
社
は
塩
釜
神
社

　

２
月
23
日（
木・祝
）

公
民
館
青
年
部
主
催

の
ス
ケ
ー
ト
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
親

子
20
人
が
参
加
し
、
か
つ
て
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
長

野
市
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
へ
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
展
示
品
を
観
覧

し
た
後
、世

界
大
会
も

行
わ
れ
る

広
々
と
し

た
リ
ン
ク

で
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。▲

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
参
加
者

　

昨
年
12
月
、
６
割
弱
の
新
し
い

委
員
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
、
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地
域
で
支
援

を
必
要
と
す
る
人
々
の
見
守
り
や

日
常
生
活

で
の
相
談

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、

少
子
高
齢

化
と
核
家

族
化
が
進

み
、
更
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ

る
つ
な
が
り

の
希
薄
化

が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
、
町
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
民
生
児
童
委
員
は
、
毎
月
定

例
会
を
開
き
、
委
員
同
士
の
情
報

の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
行
政
も
参
加
し
て
、
福
祉
への

橋
渡
し
も
行
って
い
ま
す
。

　

相
談
い
た
だ
い
た
内
容
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

聞
く！

地
区
を
支
え
る

役
員
の
皆
さ
ん
に

民
生
児
童
委
員
会

会
長
　
大
月 

ひ
ろ
子

▲

定
例
会
の
様
子
。左
か
ら

　
２
番
目
が
大
月
会
長
。

　  ＜

氏
　
名＞

	

（
担
当
町
会
）

○ 

宮
澤
　
実	

（
蟻
ヶ
崎
東
）

　 

黒
岩
　
利
惠
子	 （
蟻
ヶ
崎
東
）

○ 

太
田
　
克
彦	

（
蟻
ヶ
崎
北
）

　 

鈴
木
　
洋
一	

（
蟻
ヶ
崎
北
）

○ 

柴
田
　
真
里	

（
蟻
ヶ
崎
台
）

副 

塚
田
　
き
よ
子	 （
蟻
ヶ
崎
台
）

○ 

唐
澤
　
き
み
え	 （
深
志
ヶ
丘
）

○ 

太
田
　
廣
子	

（
田
町
）

長 

大
月
　
ひ
ろ
子	 （
新
田
町・
北
馬
場
）

○ 

須
澤
　
美
奈
子	 （
沢
村
）

会 

須
澤
　
す
え
美	 （
沢
村
）

○ 

小
林
　
ま
ゆ
み	 （
白
金
町
）

○ 

森
山
　
昌
子	

（
白
金
町
）

○ 

青
木
　
な
み
子	 （
白
金
町
）

○ 

澤
渡
　
か
ほ
る	 （
徒
士
町
）

○ 

勝
野
　
久
美
子	 （
旗
町
）

　 
井
口
　
陽
子	

（
西
町
・
堂
町
）

　 
安
藤
　
久
美
子	 （
同
心
口
張
）

副 
矢
吹
　
千
江
子	 （
主
任
児
童
委
員
）

【
退
任
者
】

太
田
　
和
成
（
蟻
ヶ
崎
東
）、
依
田

幸
江
（
蟻
ヶ
崎
北
）、
横
山
　
百
合

子
（
蟻
ヶ
崎
台
）、
貫
井
　
久
美
子

（
深
志
ヶ
丘
）、
後
藤
　
充
子
（
田

町
）、
堀
　
眞
明
（
沢
村
）、
上
條

嘉
子
（
白
金
町
）、
松
島
　
こ
ず
惠

（
白
金
町
）、
中
山
　
洋
子
（
白
金

町
）、
三
村
　
伊
津
子
（
徒
士
町
）、

宮
田
　
美
枝
子
（
旗
町
）

（
長
：
会
長
、
副
：
副
会
長
、
会
：
会
計
、
○
：
新
任
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

と
と
も
に
腰
掛
神
社
と
し
て
姫
宮

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
史
な

ど
に
は
願
掛
け
す
る
と
子
宝
を
得

る
。と
か
水
商
売
の
人
や
花
柳
界
の

人
の
信
仰
が
あ
つ
か
っ
た
。と
記
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
昭
和
初
期
に
か

け
て
蚕
糸
産
業
が
盛
ん
な
頃
は
工

場
で
働
く
女
性
た
ち
で
繁
盛
し
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
早
朝
や
散
歩
の
道
す
が

ら
手
を
合
わ
せ
て
い
る
女
性
た
ち

を
見
か
け
ま
す
し
、
社
殿
の
格
子

扉
に
は
願
い
を
込
め
て
「
〇
年
女
」

と
書
い
た
何
枚
か
の
赤
い
布
き
れ
が

結
ん
で
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
の 

一 

日
、
町
内
の
有
志
が

「
万
寿
塚
」
古
墳
の
万
寿
様
に
続

い
て
、
姫
宮
神
社
例
祭
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
境
内
に
あ
る
常
夜
灯
な
ど

石
造
り
構
造
物
に
は
明
治
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
作
家
と
し
て

全
国
的
に
知
名
だ
っ
た
北
城
庵
香

風
の
都
々
逸
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲欅の巨木に囲まれた神社

▲願いを込めて供えられた赤い布

施
設

訪
問

ぐ
る
っ
と
城
北

～
姫
宮
神
社
～

令和５年３月１日現在
総世帯数 3,771
総 人 口 7,864
男 3,765
女 4,099
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男
衆
の
キ
ッ
チ
ン

　

大
雪
と
なった
２
月
10
日
、
３
年

ぶ
り
の
男
衆
の
キ
ッ
チ
ン
講
座
を
９

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
食
生
活
改

善
推
委
員
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
メ

ニュ
ー
は
、
五
目
焼
き
ソ
バ
、
ち
く

わ
の
チ
ー
ズ
・
き
ゅ
う
り
巻
き
、
焼

き
鳥
缶
の
卵
と
じ
の
３
種
類
で
す
。

　

初
め
は
慣
れ
な
い
手
付
き
で
し

た
が
、
次
第
に
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
料
理
の
手
順
が

良
く
な
り
、
見
た
目
も
き
れ
い
に

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
さ
ん
は
教
え
る
の
み

で
手
は
貸
さ
ず
、
参
加
者
が
張
り

切
って
作
り
、一 

時
間
半
後
に
は
全

て
料
理
を
盛
り
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
か
ら
「
料
理
を
し

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
今
後

も
ず
っ
と
継
続
し
て
欲
し
い
。」
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲

料
理
を
楽
し
む
参
加
者

▲

会
場
は
和
や
か
な
空
気
と
美
味
し
い
匂
い

　
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

館報編集・記録班の活動館報編集・記録班の活動
記録班は、公民館の様 な々事業に出向き、皆さんの活動の様子を記録しています。今回は令和４年度の記録の一部を公開します！

6/4 マレットゴルフ大会6/4 マレットゴルフ大会5/21 ウォーキング大会5/21 ウォーキング大会
（雨天により室内で軽スポーツ等を実施）（雨天により室内で軽スポーツ等を実施）

4/25 4/25 
アルプス公園自然観察講座アルプス公園自然観察講座

6/8 丸の内病院健康教室6/8 丸の内病院健康教室 6/20 歴史とロマン講座6/20 歴史とロマン講座

12/14 しめ縄作り講座12/14 しめ縄作り講座

10/1510/15
いきいき健康講座いきいき健康講座

1/4 書初め大会1/4 書初め大会

11/29 11/29 
クリスマスリースを作ろうクリスマスリースを作ろう

1/15 ケーキ作り教室1/15 ケーキ作り教室

8/26 文化部視察研修8/26 文化部視察研修

7/11 手作りパン講座7/11 手作りパン講座
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